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レポート、すなわち卒業論文の構造を考えるのが、出発点である。現在、取り組んでいる段階のレポートが、最終的には、卒業論文となるのだから、完成品のどの部分を現在、自分が作成しているのかという認識をもつことが重要である。ちなみに、普通の卒業論文の構造は、以下である。

著者序　（なぜこのテーマの卒業論文に取り組もうと思い立ったか、なぜこの特定産業なのか、お世話になった人々、特に授業料を払ってくれた両親、手伝ってくれた友人、指導してくれた先生や当該企業の人々などに謝辞を述べる私的内容である。）

はじめに（著者序と重ならないように、卒論テーマの重要性、何を自分が卒論で明らかにしようとしている中心課題であるか、の2点を中心に卒論内容の正当性を公的に主張する内容である。）

第1章　研究対象・方法（研究対象である産業の特性、たとえば、過去5年の推移とか、産業によっては景気循環型の産業（たとえば、ガス・水道会社）という指摘、そしてその他の特徴を記述する。研究方法は、配布済みの須貝演習（２）後期授業目的を参照して、定量的および定性的アプローチの両方を用いているということを明示する。）

第2章 定量的分析　（どの経営指標を定量的分析、たとえば損益分岐点分析、安全性・安定性・成長性・収益性分析、によって分析するかということを要約的に説明する。）推奨分析：成長性と収益性。

第3章 ？？産業上位（または、優良）三社の定量的分析　（ここで、三社の定量的分析を記述する。表題は、変えてもよい。たとえば、日本航空の財務定量的分析とか、全日本空輸の定量的分析とかでもよい。）

第4章 （第2社目の定量的分析）

第5章 （第3社目の定量的分析）

第6章 定質的分析（定量的分析と対比して、定質的分析は、数字だけの分析からでは知ることのできない業界ニュースや企業動向を新聞・雑誌記事から集めて、定量的分析を補うものである。経営陣の異動、株主総会での発表、社会の注目を集める事項などを分析対象期間にわたって年表のようにまとめると、第3,4,5章で扱った定量的分析と対応するので、そのようにするのも一つの考えである。

第7章 結論（三社についての定量・定質的分析を元にして、三社について、総括的な評価を下す。）

参照文献　著作（本）、論文、新聞記事と別けて、ABCまたはアイウエオ順で、著者名、表題、出版社名、出版年の順で、参照文献のリストを作る。ちなみに、参照とは、レポート・卒論を作成した際に、使った、言及した、引用した、という意味である。

